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埼玉東萌短期大学アセスメント・ポリシー 

 

埼玉東萌短期大学は、建学の精神、学校訓、教育研究上の目的、人材養成の目的を達成

するために、卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の

方針（カリキュラム・ポリシー）、入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）の３

つのポリシーに基づき、学生が本学の学びの過程で、本学が定める学習成果を高い水準で

実現するための評価の基本方針を、アセスメント・ポリシーとして定めることとする。 

 

Ⅰ．埼玉東萌短期大学アセスメント・ポリシーの３つの水準 

 本学が単科の短期大学であることから、全学レベルと教育プログラム（学科）レベルの

水準は同一のものとする。 

水 準 水準内容 

全学・教育プログラム

レベル 

２年間の学習成果の到達度を検証、評価する。幼児保育学

科における教育課程全体を通した学習成果が、どの水準で、

どのように達成されたかと合わせて、教育課程以外のプログ

ラムによる学習による成果についても検証、評価する。 

授業科目レベル 授業科目における学習成果の到達度を検証し、評価する。

それぞれの授業科目の学習目標、学習内容が、どの水準でど

のように達成されたかを明らかにする。 

学生個人レベル 学生ごとの学習到達度や人間的な成長の過程の記録によ

り構成され、各学生の学習目標、学習内容、人間的な成長に

ついて、どの水準でどのように達成されたかを明らかにす

る。 

 

Ⅱ．各水準の評価の対象 

 １．「全学・教育プログラムレベル」における評価の対象 

  (1) 埼玉東萌短期大学「卒業認定・学位授与の方針」 

 埼玉東萌短期大学幼児保育学科は、「以愛為人」の精神と「自尊」「創造」「共生」

の学校訓を心に刻み、幅広く深い教養と総合的な判断力の基礎を養い、保育・幼

児教育への使命感と子どもへの愛情を育み、子ども、保育・幼児教育、社会福祉

の本質と現状を具体的に理解し、保育・幼児教育の内容と方法を総合的に身につ

け、学んだ知識を生かすために専門的及び汎用的な技能や実践的能力を磨いて、

生涯にわたって自己を啓発していく姿勢を培い、保育・幼児教育の専門家及び社

会人として社会に貢献する基礎を身につけ、高度情報化社会、知識基盤社会に必

要な人間力（課題発見・課題解決能力やコミュニケーション能力、自己啓発力、

共働の精神、倫理観・規範意識、社会性と礼節の修得など）の基本となる能力を

身につけた者に、短期大学士（保育学）の学位を授与する。 
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(2) 埼玉東萌短期大学「学習成果」 

 埼玉東萌短期大学幼児保育学科では、総合的な教育の課程を通して、以下の学

習成果を達成する。 

① 「以愛為人」の建学の精神と「自尊」「創造」「共生」の学校訓の意味を学ぶ。 

② 幅広く深い教養と総合的な判断力の基礎を養う。 

③ 保育・幼児教育への使命感と子どもへの愛情を育む。 

④ 子ども、保育・幼児教育、社会福祉の本質と現状を具体的に理解する。 

⑤ 保育・幼児教育の内容と方法を総合的に身につける。 

⑥ 学んだ知識を生かすために専門的及び汎用的な技能や実践的能力を磨く。 

⑦ 生涯にわたって自己を啓発していく姿勢を培う。 

⑧ 保育・幼児教育の専門家及び社会人として社会に貢献することができる人間と

なる。 

 

  ◇ 埼玉東萌短期大学「卒業認定・学位授与の方針」と「学習成果」の関係 

     埼玉東萌短期大学幼児保育学科の教育課程により、８つの学習成果を達成する 

ことにより、埼玉東萌短期大学が定めた卒業認定・学位授与の方針に基づいて、

短期大学士（保育学）の学位を授与する。８つの学習成果と卒業認定・学位授与

の方針の評価対象は以下の対応関係にある。 

 

学習成果 対応する
卒業認
定・学位授
与の方針 

 卒業認定・学位授与の方針 

① 「以愛為人」の建学の精神と
「自尊」「創造」「共生」の学
校訓の意味を学ぶ。 
 

a, i  a 
 
 
 
b 
 
 
c 
 
 
 
d 
 
 
 
e 
 
 
 
f 
 
 
 

「以愛為人」の精神と「自
尊」「創造」「共生」の学
校訓を心に刻む。 
 
幅広く深い教養と総合的
な判断力の基礎を養う。 
 
保育・幼児教育への使命
感と子どもへの愛情を育
む。 
 
子ども、保育・幼児教育、
社会福祉の本質と現状を
具体的に理解する。 
 
保育・幼児教育の内容と
方法を総合的に身につけ
る。 
 
学んだ知識を生かすため
に専門的及び汎用的な技
能や実践的能力を磨く。 
 

② 幅広く深い教養と総合的な判
断力の基礎を養う。 
 

b, i  

③ 保育・幼児教育への使命感と
子どもへの愛情を育む。 
 
 

c, i  

④ 子ども、保育・幼児教育、社
会福祉の本質と現状を具体的
に理解する。 
 

d, i  

⑤ 保育・幼児教育の内容と方法
を総合的に身につける。 
 

e, i  

⑥ 学んだ知識を生かすために専
門的及び汎用的な技能や実践
的能力を磨く。 
 
 

f, i  
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⑦ 生涯にわたって自己を啓発し
ていく姿勢を培う。 
 

g, i  g 
 
 
h 
 
 
 
 
i 

生涯にわたって自己を啓
発していく姿勢を培う。 
 
保育・幼児教育の専門家
及び社会人として社会に
貢献する基礎を身につけ
る。 
 
高度情報社会、知識基盤
社会に必要な人間力（課
題発見・課題解決能力や
コミュニケーション能
力、自己啓発力、共働の
精神、倫理観・規範意識、
社会性と礼節の修得な
ど）の基本となる能力を
身につける。 

⑧ 保育・幼児教育の専門家及び
社会人として社会に貢献する
ことができる人間となる。 

h, i  

    

 

  (3) 学士力 

   ① 知識・理解 

    (a) 多文化・異文化に関する知識の理解  

    (b) 人類の文化、社会と自然に関する知識の理解 

   ② 汎用的技能 

    (a) コミュニケーション・スキル 

    (b) 数量的スキル 

    (c) 情報リテラシー 

    (d) 論理的思考力 

    (e) 問題解決能力 

   ③ 態度・志向性 

    (a) 自己管理力 

    (b) チームワーク、リーダーシップ 

    (c) 倫理観 

    (d) 市民としての社会的責任 

    (e) 生涯学習力 

   ④ 総合的な学習経験と創造的思考力 

 

 (4) 埼玉東萌短期大学「実践力のある保育者へのみちすじ」 

   「実践力のある保育者へのみちすじ」は埼玉東萌短期大学幼児保育学科において、

実践力のある保育者となっていくみちすじ、そのための教育内容などをまとめた本

学の基本方針を示す冊子である。 

   ① 「実践力の３つの要素」が示す評価内容の到達度 

    (a) 「自尊」 自信を持って仕事のできる保育者＝確かな保育力を持つ保育者 

           □ 理念と制度の理解 

           □ 発達の理解 
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           □ 保育の方法と技術 

           □ 計画立案、記録と評価 

           □ 支援、相談、運営 

           □ 養護、障害の理解と対応 

    (b) 「創造」 成長しつづけることのできる保育者＝得意を育て、挑戦する保育 

           者 

           □ 省察力（振り返る力） 

           □ 課題発見力 

           □ 問題解決力 

           □ 継続力 

           □ 論理的思考力 

           □ 感動する力 

    (c) 「共生」 愛される保育者＝つながる力を持つ保育者 

           □ 社会性とマナー 

           □ コミュニケーション力 

           □ 連携する力 

           □ 多様な子どもやその家族と対応する力 

           □ 違いを認め、他の人の考えを受け入れる力 

           □ 豊かな感性 

   ② 「実践力を磨く３つの知」が示す評価内容の到達度 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     【学問知】学問・研究の成果 

     【技法知】身につけたさまざまな技法 

     【実践知】さまざまな場面で実際に発揮される力 

   ③ 各学期末の到達度評価、フィールド別の到達度評価 

     pp7-8に掲載。 
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   ④ 実践力のある保育者に必要な力の到達度評価のためのルーブリック 

     ４つのフィールドについて、評価の観点別のルーブリック評価を示している。 

pp9-12に掲載。 

 

  (5) その他の評価対象 

   ① 建学の精神と学校訓 

   ② 本学の教育研究上の目的と人材育成に係る目的 

   ③ ３つのポリシー 

   ④ カリキュラム・フローチャート 

   ⑤ カリキュラム・ツリー 

   ⑥ カリキュラム・マップ 

   ⑦ 年間行事予定 

   ⑧ 授業概要（シラバス） 

   ⑨ ナンバリング 

   ⑩ シラバス作成のためのガイドライン 

   ⑪ 時間割 

   ⑫ 実習ガイドブック 

   ⑬ 実習評価表 

   ⑭ 学生募集要項 

   ⑮ 入学試験選考評価基準 

   ⑯ 学生便覧 

   ⑰ 学則・規程集 

   ⑱ 学校案内 

   ⑲ ウェブサイト［学校案内］ 

   ⑳ 大学ポートレート   

   ㉑ 学校法人小池学園のビジョン 

   ㉒ 学校法人小池学園事業計画書「２ 埼玉東萌短期大学」 

   ㉓ 自己点検・評価報告書、年次報告書 

   ㉔ 学校法人小池学園規程集 

 

  (6) 評価のための数量的データ等 

   ① 単位修得状況 

   ② 学位取得状況 

   ③ 退学率、除籍率、留年率 

   ④ 保育士資格取得率 

   ⑤ 幼稚園教諭２種免許状取得率 

   ⑥ その他の資格取得率 

   ⑦ 成績（GPA）の状況 

   ⑧ 就職率、進学率、就職先、進学先 
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   ⑨ 授業評価アンケート結果 

   ⑩ 実習先からの評価 

   ⑪ 実習達成状況 

   ⑫ 入学時調査、２年進級時調査、卒業時調査の結果 

   ⑬ 短期大学生調査の結果 

   ⑭ 学修時間、学修行動に関する調査の結果 

   ⑮ 卒業生調査結果 

   ⑯ 卒業生の就職先調査結果 

   ⑰ その他 

 

 

 

 



7 

 

 

 



8 

 

 

 

 



9 

 

 

 

 



10 

 

 

 

 

 



11 
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 ２．「授業科目レベル」における評価の対象 

  (1) シラバスの適正性 

  (2) 学位課程、保育士養成課程、幼稚園教諭養成課程及びその他の課程の基準や指針 

との適合性 

  (3) 授業計画（シラバス）の達成状況 

  (4) 授業内容の充実度 

  (5) 授業方法の充実度 

  (6) 成績評価の正確性、的確性 

  (7) 学位課程、保育士養成課程、幼稚園教諭養成課程及びその他の課程の教育課程 

で、当該授業科目は有機的かつ有効に機能したか。 

  (8) 授業科目の成績評価からみた学習達成度評価、GP分布 

  (9) 授業科目の出席率からみた学習評価 

  (10) 授業科目の課題の達成状況からみた授業評価 

  (11) 授業科目の成績評価の達成状況からみた授業評価 

  (12) 授業科目の受講態度からみた授業評価 

  (13) 学生による授業評価結果からみた授業評価 

   ① 授業の学習内容、学習方法、学習達成度についての学生の自己評価 

   ② 授業時間外学習、授業時間外学習課題の取り組みを含む授業への学生自身の取 

り組み状況についての自己評価 

   ③ 授業態度についての学生の自己評価 

   ④ 授業の満足度についての学生の自己評価 

   ⑤ 授業に対する教員の授業内容、授業方法、学生への学習支援についての学生の 

評価 

 

 ３．「学生個人レベル」における評価の対象 

  (1) 「全学・教育プログラムレベル」における「評価対象」についての各学生の到達 

度評価 

  (2) 「授業科目レベル」における「評価対象」についての各学生の到達度評価 

  (3) 「入学時調査」、「２年進級時調査」、「卒業時調査」、「学生による授業評価アンケ

ート」、「短期大学生調査」等の各種アンケート調査における各学生の自己評価から

みえる各学生の到達度評価 

  (4) 「実習日誌」の記録の分析から見える各学生の学習到達度評価 

  (5) 「教職課程履修カルテ」、「保育士課程履修カルテ」から見える各学生の学習到達 

度評価 

  (6) 「学修ポートフォリオ」の記録の分析から見える各学生の各種到達度評価 

  (7) 各種個人面談記録から見える各学生の各種到達度評価 

  (8) その他 

 


